
決算書

(P336-P337)
10款 4項 1目 幼稚園費 所管課等 教育総務課

事 業
′
名 幼稚園施設管理費

(単位 :千円)

【目的】                 ｀

適切な施設の維持管理を行い、園児が安全で安心して幼稚園生活を送ることがでぎるよう環

境を維持する。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等

≪平成 30年度当 に計上したもの》

としたもの》 (総事業費

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

12,232 7, 835
3,692

帥
4,143

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

8,649 748 235 513

項    目 平成 29年度 平成 30年度 比 較 内  容

燃料費 3 0 △ 3 醐 卿

光熱水費 2,116 1,761 △ 355 電気、ガス、水道料金

修繕料 687 466 △ 221

需用費

営繕修繕、備品修繕

58 253役務費 195 暖房ボイラー始業前点検ほか

委託料 2,771 2,687 △84 施設管理委託

295
使用料及び

賃借料
使用料 391 △96 下水道使用料

29 23原材料費 △ 6 補修用材料

合  計 6,056 5,485 △570

項   目 執行額 幼稚園名 主な内容

空調設備設置工事 (前払金) 2,350 高田Υ
功稚園

空調設備設置

(GHP方式)

《平成 30年 12月 補正予算により
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決算書

(P386-P337)
10款 4項 1目 幼稚園費 所管課等 教育総務課

事 業 名 幼稚園施設管理費

《令和元年度繰越事業》 3,650(総事業費 :6,000)

・ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金に係る繰越 し

国の補正予算によるブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金の内示を受け、平成 80年 12

月の補正予算で対応 した空調設備設置工事については、平成 31年 2月 15日 までに工事請負契

約の締結を完了したが、平成 30年度内の完了が困難なことから令和元年度に繰 り舷 した。

幼稚園名 工事費 主な内容

高田Υメカ稚園 3 650
空調設備設置

(GHP方式)

【事業の成果】

幼稚園施設の整備・維持管理を適切に実施し、園児の安全性及び快適性を維持した。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】
・園児の安全・安心のため、施設設備の維持管理委託や遊具の定期点検を実施するなど、教育環

境の整備に努める。
・国の補正予算によるプロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金の内示を受け、平成 30年 12月

の補正予算で対応 した空調設備設置工事については、令和元年度繰越事業として実施する。

【執行残額について】

○入札差金
・施設管理委託料

○その他
・燃料費
・光熱水費
・修繕料
。下水道使用料
・諸資材費

235

513

4

128

271
‐ 98

12
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決算書

(P338-P339)
10款 4項 1目 幼稚園費 所管課等 教育総務課

事 業 名 幼稚園管理事務費

(単位 :千円)

【目的】

幼稚園運営に必要な消耗品や事務用機器、物品等を整備し、幼稚園教育を円滑に実施する。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等

非常勤職員の任用、事務用機器等の借上げ、物品購入ほか

≪高田幼稚園の経費内訳≫

【事業の成果】
必要な物品の購入、機器の借上げ等により円滑な幼稚園運営に寄与した。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

9,374 6,783 6,788

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

2,591 36 2,555

項   目 平成 29年度 平成 30年度 〉ヒ  車交 内  容

報酬 4,895 4,323 △ 572 非常勤一般職報酬

共済費 564 765 201 社会保険料、雇用保険料ほか

旅費 468 307 △ 161 費用弁償、普通旅費

需用費 174 120 △ 54 管理用消耗品費

役務費
通信運搬費 206 205 △ と 電話料、郵便料

手数料 119 98 △ 21 調理員検便手数料ほか

使用料及

び賃借料

借上料 411 551 140 事務用機器借上料ほか

使用料 259 251 △ 8 教育ネッマトワ~ク使用料ほか

備品購入費 153 125 △ 28 幼児用机購入費

負担金補助及び交付金 34 38 4 国公立幼稚園協会負担金ほか

合  計 7,283 6,788 △ 500
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決算書

(P338-P339)
10款 4項 1目

・
幼稚園費 所管課等 教育総務課

事 業 名 幼稚園管理事務費

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

事務機器のリース対応などを含め、計画的な備品整備を継続して実施していく。

【執行残額について】

○入札差金   36
・幼児教育、事務管理用備品購入費

○その他   2,555
・報酬       1,888
・共済費       251
・旅費        219
・消耗品費       57
・手数料        77
・諸会議出席負担金ほか 63
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決算書

(P388-P339)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

青少年健全育成センター運営費事 業 名

:千円)

【目的】
・街頭指導活動や環境浄化活動等を通して青少年非行の未然防止を図るとともに、相談活動等を

通して若者の自立支援策を講じることで青少年の健全な育成を推進する。
。「地域の子どもは地域で育てる」ことを目指して、地域の毅育力の向上を図る活動を支援する。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

街頭指導等  6,410
0平成 30年度目標
・青少年健全育成委員の資質向上を図るための研修会を 4回実施する。
・街頭指導や青色回転灯積載車 (青パ ト)に よる巡回指導を通して、大型商業施設・コンビニエ

ンスス トア等での万引き防止、遊技施設への出入 り防止、駅周辺での喫煙防止・交通マナー遵

守等の取組を関係機関と連携 して実施する。
・子 ども 。若者育成支援活動として若者応援セミナーのほか、若者支援フェスタ (講演会)の開

催 と、若者の居場所づくりを進める。

○実施内容、これまでの経過等
・若者育成支援 i15歳以降の若者相談窓日 (若者ほっとライン)の周知に努め、相談支援を充実

するとともに、若者支援として「若者の居場所」 (随時)。「上越市親の会」 (年

5回 )。
「若者応援セミナ

=」
(年 5回 )、

「若者育成支援フォーラム」を実施 した。
・街頭指導活動 :青少年健全育成委員が、高田・直江津地区市街地や駅周辺、宮岡地区の商業地

において 219回、延べ 854人で街頭指導を実施 し、注意・指導の声掛けを 494

回行つた。また、小中学校の協力を得てPTA一 日街頭指導を8月 と9月 に実

施 した。7月 と 10月 には、少年サポー トセンターと連携 し、警察ボランティア

の協力を得て、南高田駅周辺 と高田駅周辺で特別街頭指導を実施 した。
・環境浄化活動 :各地域青少年育成会議と連携 し、青少年を取り巻く社会環境実態調査 (県事業 :

有害図書類 自動販売機設置場所、酒類 つたばこ自動販売機の設置状況、コンビ

ニエンスス トア、有害DVD等 販売書店、カラオケボックス・インターネット

カフェの調査等)を 7月 に行つた。
・立入調査活動 :有害図書類自動販売機設置場所の立入調査を9月 下旬に実施 し、未成年立入禁

止標示や自動販売機周辺における環境整備の徹底を指導した。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

16,570 16,129 16,129

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

441 441
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決算書

(P338-P339)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 青少年健全育成センター運営費

O目 標達成状況
。若者相談窓口における相談者は 18人 (延べ対応件数 110回)であつた。「若者の居場所」の利

用者は 1人、「上越市親の会」の出席者は 92人、「若者応援セミナー」の参加者は 16人であつ

た。
・小中学生等に対するゲームセンターでの注意・指導及び中高校生の自転車交通ルール遵守等ヘ

の指導を強化 し、非行防止、交通事故防止に取 り組んだ。

・有害図書類自動販売機を設置 している土地や建物の所有者に対し、契約更新 しないよう要請を

行らた。現在、市内には 3か所 9台が設置されている。

地域青少年育成会議活動支援  9,719
0平成 30年度 目標

22の地域青少年育成会議の活動を支援することにより、学校・家庭 。地域が一体となつた地域

ぐるみの青少年育成活動を推進する。

○実施内容、これまでの経過等

・地域青少年育成会議協議会への交付金の交付及び各地域青少年育成会議 との意見交換などを通

じ、青少年の健全育成に向けた地域ごとの活動を支援 した。

・地域の課題について、中学生を中心とした青少年と地域の大人とが話 し合 う「地域青少年まち

づくリワークシヨップ」を開催 した。   )

○目標達成状況

地域青少年育成会議が実施する会議、事業等の参加者数は 174,586人 となり、前年度から約 6

千人余り減少したものの、「まうづくリワークショップ」の継続実施により、各地域がそれぞれ

地元の子どもたちと地域独自の課題への取組を行つたことから、青少年育成活動がよリー層推進

された。

【事業の成果】
。若者相談窓日の周知が公々に進み、相談対応件数が大幅に増えた。ほとんどの相談が保護者等

からのもので、本人からの直接の相談は 1件であつた。

・継続的な非行防止に向けた街頭指導活動等の取組や、有害図書類自動販売機への立入調査及び

撤去要請により青少年の健全育成の環境整備を推進できた。

・地域青少年育成会議の活動を支援することにより、学校・家庭 。地域が一体となつた「地域の

子どもは地域で育てる」機運が高まり、地域ぐるみの青少年育成活動を推進することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・若者相談窓日の周知を更に進め、具体的支援の充実に結び付けていく必要がある。

・支援事業の効果を検証し、見直しや改善などで事業の精選と集中を図つていく必要がある。
。今後も引き続きゲームセンター等での小中学生への注意・指導や、高校生の自転車マナー向上

に向け、関係機関と連携しながら啓発活動を進めていく必要がある。

・有害図書類自動販売機に?いては、ユ本調査での指導を徹底し、地域の関係者と連携を図りな

がら土地所有者に対して撤去要請を行うなど、環境浄化への取組を継続していく必要がある。

・各地域青少年育成会議の認知度がいまだに低いことから、広報紙やホームページ等による認知

度向上のための周知活動を進め、活動が円滑に行えるようにする必要がある。
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決算書

(P338-P339)
10款 5項 1日 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 青少年健全育成センター運営費

【執行残額について】

○その他   441
・報酬、旅費  380(天候不良に伴う街頭指導の中止等による)

・消耗品費、電信電話料、使用料及び賃借料ほか  61
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決算書

(P338-P341)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 成人式運営事業

(単位 :千円)

【目的】

成人式を開催することで、新成人としての自覚と自立を促すとともに、生まれ育つた上越市ヘ

の思いを深め、豊かな人間性と社会性を培う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○平成 30年度 目標
。新成人が、恩師や旧友との再会を通 して、自らが生まれ育つた郷土への思いを深めるとともに、

成人 したことの自覚と自立を促す機会とする。

・出席率 :71,9%以上

○実施内容、これまでの経過等

(平成 30年成人式)

平成 9年 4月 2日 ～平成 10年 4月 1日 生まれの人 (2,083人 )

平成 30年 4月 7日 (土)午前 ■時から午後 0時 30分まで
1,478人 (出席率 :71.0%)

リージョンプラザ上越 インドアスタジアム

①オープニング :上越毅育大学吹奏楽団による演奏

②式典

③成人の集い (成人の集い実行委員会が企画・運営)

テーマを「躍進～未来へ、感謝とともに～Jと し、今までの自分を振り返り、改めて将来の

目標について考える機会とした。また、20年間を振り返るスライドショーと恩師からのお祝い

のビデオメッセージを流した。

④記念品 :成人の集い実行委員会がデザインしたボールペン

(出席者の推移)

区    分 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

姑 象 者 数 2,140人 2,036人 2,083人

出 席 者 数 1,484人 1,502人 1,478人

出 席 率 69,3% 73.8% 71.0%

者

時

者

場

容

象
牌
席

対

開

出

会

内

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 下般財源

4,276 4,050 4,050

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

226 20 206
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決算書

(P338-P341)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 成人式運営事業

開  催  月 回答割合 集 い 内 容 回答割合 式典後の予定 回答割合

4 月 53.0 不 要 29.2 同  窓  会 25。 1

5 月 8.5 楽 しめるもの 1,4 特 に な し 6,7

そ  の  他 8.8 ゲス トを呼ぶ 0。 8 飲  み  会 4.7

無  回  答 29。 7 そ  の  他 4.1 そ  の  他 9,0

無  回  答 64,5 無  回  答 54.5

合 計 100,0 △
ロ 計 100.0 △

日 計 100,0

(成人式に関するアンケー ト結果〉

※成人式案内状に併記した質問事項に回答してもらい、受付時に回収 (単位 :%)

成人の集いの様子 会場の様子

○目標達成状況

出席率は 71,0%で あり、日標を達成することはできなかつたが、市長からの激励や新成人代表

スピーチ、成人の集いの企画等を通じて成人としての自覚と自立を促す機会にすることができた。

【事業の成果】

新成人が恩師や旧友との再会を通して、新成人としての自覚と自立を促す機会とするとともに、

自らが生まれ育つた上越市への思いを深めることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・より多くの新成人からの出席を促すため、引き続き広報上越への掲載や報道機関への情報提供、

商工会議所会報誌を通じた市内事業所への参加配慮依頼を行うとともに、市外転出者への周知
'方法を検討する。

・出席できなかつた新成人への対応として、開催後にインターネットを利用して動画を配信する

などの対応を検討する。

【執行残額について】

○入札差金  20
・委託料

○その他  206
・報償費、旅費、消耗品費、郵便料
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決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 社会同和教育活動事業

(単位 :千円)

【目的】

第 4次人権総合計画や総合毅育プランに基づき、人権・同和教育の推進を図るため、白山会館

事業と市民啓発事業を実施し、基本的人権が真に保障される社会の実現を図る。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

白山会館事業  555
0平成 30年度目標

全ての市立小中学校 (72校 )が現地学習会を実施する。

○実施内容、これまでの経過等

年間を通して 158団体 (市内小中学校 74校、その他の市内学校 7校、市外学校 61校、市内団

体 6団体、市外団体 10団体)か らの要請を受け、差別の現実を学ぶ人権 。同和教育の現地学習会

を自山会館で 64回開催し、2,228人 が参加 した。

O目 標達成状況

全ての市立小中学校 (72校 )が実施し、目標を達成した。

小中学生学習会  904
0平成 30年度 目標

学校及び地域と連携 し、対象年童及び生徒が継続して参加できるようにする。

○実施内容、これまでの経過等

年間を通して 137回実施 した。 (小学生対象実施回数 71回・延べ参加人数 480人、中学生対象

実施回数 66回、延べ参力日人数 200人 )

○目標達成状況

地域の協力を得ながら、学校とともに学習会への参加の声がけをすることにより、継続して参加 し

てもらうことができた。

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

3,630 3,339
4

鱒 願 )

3,335

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

291 291
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決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 社会同和教育活動事業

白山会館管理運営  1,299
0実施内容、これまでの経過等

現地学習会の実施による利用者が増加 し、昨年度より162人多い 3,846人であつた。

区 分 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

利用者数 3,695人 3,684人 3,846人

市民啓発事業  581
0平成 30年度 目標

市内の 17月 学ヽ校区で人権を考える講話会を実施する。

○実施内容、これまでの経過等

全 50月 学ヽ校区を 3年で一巡する実施計画どお り、17河 学ヽ校区においてPTAや 町内会など地

域住民を対象に人権を考える講話会を開催 し、延べ 585人の参加があつた。また、高田農業高校

など3校から講師派遣要請を受け、講話会を開催 した。

○目標達成状況

人権を考える講話会を計画どお り17小学校区 (≒ 50校/3年計画)で開催 した。

【事業の成果】
・現地学習会や人権を考える講話会後のアンケー トでは、「正しい知識を子どもたちに伝えてい

きたい」「繰 り返し学ぶことで、自分自身の人権感覚を磨くことができた」など、人権について

深く考えた感想が寄せられ、人権に関する意識を高めることができた。

・人権を考える講話会において、身近に起きている人権問題を学習内容に取り上げることで、参

加者自身のこととして人権問題を考える機会となり、人権感覚を身に付けることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・現地学習会や人権を考える講話会の開催により、同和問題についての正 しい理解と認識が深ま

っているものの、いまだに差別がなくならない現状があることから、今後も継続 して学習の機

会を提供していく必要がある。

・人権が尊重される社会づくりを目指すため、社会情勢の動きを捉えた人権に関する学習の充実

や広報 。啓発活動に努める必要がある。

【執行残額について】

Oその他  291
・報酬、報償費、旅費ほか (会議開催実績等による)
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決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 青少年毅育活動事業

(単位 :千円)

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

10,316 9,133 2,286
3,610

叫 離

細 O

3,287

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

1,183 49 1,134

【目的】

青少年に対して様々な体験活動等を提供することにより、郷土愛の醸成や心の豊かさを育む。ま

た、学校、家庭及び地域がそれぞれの役割と責任を自覚し、相互の連携及び協働を推進するための

様々な仕組みづくりを進め、青少年の健全育成と地域の教育力の向上を図る。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

学校支援地域本部事業  3,365
0平成 30年度 目標

2回の研修会と実践発表会、交流会の開催により、学校と地域との調整役となる地域コ‐ディ

ネーターの資質向上に取 り組み、各地域青少年育成会議の活動内容を充実させる。

○実施内容、これまでの経過等

・学校 と地域 との調整役を担 う地域コーディネーター155人を配置 し、学校と地域との連携・協

イ動のための調整を行 うなど、学校 。家庭・地域が一体となつた地域ぐるみの教育活動の推進に

努めた。また、地域コーディネーターを社会教育法に位置付けられた地域学校協働活動推進員

として委嘱するため、設置要綱の改正を行つた。

・地域コーディネーターの資質向上のため、新任者研修会、実務研修会、交流会等を開催 した。

・平成 30年からは、中学生だけでなく小学生や高校生等の地域の青少年全てを対象とした活動

を目指 し、中学生まちづくリワークショップを地域青少年まちづくリワークショップと改めた。

また、参加者の負担軽減のために全体で集まる機会を年 3回から全体発表の 1回のみとした。

全体発表会当日は、小 。中学生 91人 と育成会議参加者 58人が発表を行い、142人 の一般参加

者が観覧した。

○目標達成状況

地域青少年まちづくリワークショップの開催や地域コーディネーターの配置及び資質向上に

向けた各種研修会・交流会の開催、地域学校協働活動推進員の委口属に向けた設置要綱改正等によ

り、各地域青少年育成会議の活動内容の充実を図ることができた。

142



決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 青少年教育活動事業

謙信KIDSプ ロジェク ト  3,611
0平成 30年度目標

・募集定員総数に対する申込率 100%
。参加者の自己目標達成度 90%以上

○実施内容、これまでの経過等

小学生を対象に上越市の豊富な地域資源や人材を活用した講座を実施 し、学ぶ意欲と郷土を愛

する心の育成を図るとともに、異学年・異学校の子 どもたちの仲間づくりを進めた。

<実施講座一覧>

○目標達成状況

・募集定員総数 597人に対する申込人数は 1,256人であり、申込率 210%で 目標を達成した。

・参加者アンケー トによると自己目標達成度は 98%であり、目標を達成 した。

講座名 活動内容
主な

活動場所

対象

学年

募集

定員

申込

人数

申込達

成状況

武 んGコ‐ハ 海、川の生き物観察、森林散策 呻 1～3年 60 107 ○

うみ優コース) 水族博物館内探検、クイズ作成 水族博物館 1～3年 40 222 ○

3)瞬9コ→ハ 駅構内探検、電車乗車体験 上越妙高駅ほか 1～3年 40 63 O

しょく 畑の観察、収穫、調理実習 浦川原区ほか 1～3年 20 23 ○

ほし9コーハ プラネタリウム学習、天文工作 清里区 1～3年 40 66 ○

ものづくり

(3コ ー ス )

木、竹、ヒモ、ワラを使つた工作実習 市民プラザ 1～3年 60 109 ○

ゆ き 雪国の遊び、暮らし体験、雪山散策 浦川原区ほか 1～3年 20 14

そ ば 種まき、収穫、そば打ち体験 牧区 1～3年 20 32 ○

縄文 土器・石器作 り、調理体験 中郷区 3～6年 25 34 ○

海 地引網、千物作り体験 楠崎区イよか 4～6年 20 38 ○

交通 電車乗車体験、軽便資料館見学 岸義伍学拙翻職よか 4～6年 25 17

食 上越の発酵食品の学習 市民プラザ 4～6年 20 26 ○

星 望遠鏡の使い方、天体観測 清里区 4～6年 20 41 ○

科学 科学実験、顕微鏡を使つた観察 坤 4～6年 25 94 O

チャレンジ カヌー体験、パラグライダー体験 頸城区ほか 4～6年 20 52 ○

世界の文化 世界各国の風習や食文化の学習 市民プラザ 4-6年 25 42 ○

義の心 春 日山城跡探検、川中島見学 春日山城跡ほか 4-6年 25 5

ア lク トドア カヌー作成、キャンプ泊体験 頸城区イよか 4-6年 20 61 ○

発明

(3コ ース )

様々な素材の加工による工作体験 」j遵勁円眸姜瑣宮
1～3年

4-6年
72 210 ○

全 28コ ース 合   計 597 1,256
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決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 青少年教育活動事業

謙信KIDSプ ロジエクト

「そば」の講座の様子

謙信KIDSプ ロジエク ト
「しょく」の講座の様子

青少年問題協議会  84
0平成 30年度目標

重要案件について諮問を受けた場合には、青少年問題協議会を速やかに開催するとともに、青

少年健全育成関係機関連絡協議会で情報交換及び子ども。若者の支援の在り方に関する協議を行

う。

○実施内容、これまでの経過等

青少年の諸問題については、下都組織である上越市青少年健全育成関係機関連絡協議会を3回

開催し、0歳から 18歳までの切れ目のない支援の方策や課題の協議のほか、関係行政機関相互

の情報交換を行つた。

○目標達成状況

平成 30年度は重要案件についての諮問がなく未開催であつた。なお、総合教育プランに掲げ

る0歳から18歳までの切れ目のない支援について、上越市青少年健全育成関係機関連絡協議会

で3回の話合いを行い、連携方法についての方向性を確認できた。         ・

各種団体補助金  2,073
0平成 30年度 目標

・市小中学校 PTA連絡協議会が行 う取組を支援することにより、家庭 。学校及び単位 PTA相
互の連携強化と地域の教育力の向上を図る。また、日本PTA全 国研究大会新潟大会第 1分科

会の開催に向けて必要な支援を行 う。
。子ども会等が行 う地域のリーダー育成に向けた取組を支援することにより、青少年のリーダー

養成を円滑に進める。

○実施内容、これまでの経過等

・青少年の健全育成に関わる市小中学校 PTA連絡協議会に補助金を交付 し、各小中学校のPT
A活動の活性化を図り、PTA会員の資質向上と青少年の健全育成を推進 した。また、当市が

会場 となつた日本 PTA全 国研究大会新潟大会第 1分科会の実行萎員会等に補助金及び交付金

を交付 し、研究大会の開催を支援した。

・子どもリーダー育成事業補助金の交付により、子ども会等が行 う子どもたちのリーダーシップ

を高める育成に向けた取組を支援 した。
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決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 青少年教育活動事業

○目標達成状況

市小中学校 PTA連 絡協議会への補助金交付のほか、子澄も会等への子どもリーダー育成事業

補助金交付を行 うことで、青少年の健全育成活動を推進するとともに、次代を担 う人材の育成に

寄与することができた。また、日本 PTA全 国研究大会新潟大会第 1分科会実行萎員会等への補

助金及び交付金の交付により、研究大会が成功裏に開催された。

【事業の成果】
・地域青少年まちづくリワークショップの開催を通して、中学生を中心とした青少年が地域の大

人と関わりながら地域を深く知ることにより、地域への愛着を高めることができた。

・地域コーディネーターが学校と地域とのつなぎ役となり、学校と家庭、地域の連携を進めるこ

とで、学校活動を支援するだけでなく、地域活動への子どもたちの参画も促進することができ

た。また、地域学校協働活動推進員として委嘱できるようにすることで、法律に位置付けられ

た存在として活動できるようになった。
・謙信KIDSプ ロジェクトは、学ぶ意欲だけでなく、自らが暮らす上越市への興味 。関心を高

めるきつかけづくりとなつた。
・関係団体への補助金の交付を通じて、団体の活動活性化と青少年の健全育成活動が推進され、

社会の教育力の向上を図ることができた。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

・学校と地域が連携・協働 して活動を行 うためには、地域学校協働活動推進員 (地域コーディネ

ーター)の果たす役割が大きいことから、引き続き推進員と協議 しながら各種研修を実施する

必要がある。
・少子化等の社会情勢から子ども会が、将来の地域のリーダーを育成していく取組を行 うことが

難 しくなつている。子どもリーダー育成事業補助金について、令和元年度からは地域の実情に

合わせた形で見直し、新たに補助対象団体に地域青少年育成会議や文化活動団体を追加 し、補

助対象を拡充するとともに、一層の利用促進を図る必要がある。

・謙信KIDSプ ロジェク トの定員に満たない講座については、その要因を分析 し、参力日者が興

味や関心を抱き、参加 したくなる活動内容や講座名称に見直す必要がある。

【執行残額について】

○入札差金   49
・印刷製本費、委託料

○その他  1,134
・報酬、費用弁償

・報償費、消耗品費、保険料ほか

86(青少年問題協議会が開催されなかつたこと等による)

755(学校支援地域本部事業及び謙信KIDSプ ロジェク トの

実施実績による)

298(子 どもリーダー育成事業補助金の交付実績による)D負担金補助及び交付金
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決算書

(P340-P341)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 社会教育指導員設置費

(単位 :千円)

【目的】

青少年教育や社会同和教育、公民館事業などの社会教育事業に携わる活動団体や公民館主事、

職員への指導や助言、学習相談、団体育成等を行い、社会教育の推進を図る。

平 成 80年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、目標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等
。設置人数 5人 (社会荻育事業担当 3人、社会同和教育事業担当 2人 )

・勤務形態 非常勤一般職 (週 29時間 10分の勤務 )

。内  容 社会教育事業担当 :青少年教育活動事業や公民館事業における運営方法の指導・助

言、運営補助等

社会同和教育事業担当 :人権を考える講話会等の市民啓発活動、白山会館現地学習

会の運営、依頼者 との連絡調整

【事業の成果】
・謙信KIDSプ ロジエク トでは、社会教育指導員の企画と指導による豊かな地域資源をいかし

た体験活動を通して、規範意識や他者を思いやる心など豊かな人間性を育む事業を実施するこ

とができた。
・人権を考える講話会終了後のアンケー トでは、「分かりやすい説明で理解できた」「人権問題を

身近な問題 として捉えることができた」などの感想があり、社会教育指導員の経験に基づいた

分かりやすい説明が、同和問題や人権問題への正 しい認識や理解を深める一助 となつている。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・社会教育指導員の知識、指導力及び専門性をいかしながら、社会教育関係職員の資質向上 と効

果的・効率的な事業展開を図る必要がある。

・同和問題を始めとする様々な人権に関する問題の解決に向けて、社会教育指導員の説明による

学習会や講話会を継続して実施することが重要である。

【執行残額について】

Oその他  20
。共済費、私有車借上料ほか

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

10,347 10,327 10,327

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

20 20
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決算書

(P340-P343)
10款 5項 と目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 社会教育推進費

(単位 :千円)

【目的】
社会教育委員による調査・研究や提言などを通して、当市における社会教育を推進する。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

社会毅育委員  521
0実施内容、これまでの経過等

社会教育委員 。公民館運営審議会委員会議や総合事務所職員・公民館主事との合同会議を開催

したほか、社会教育事業の事業評価を行つた。

上越地区広域視聴覚教育協議会負担金  5,978
0実施内容、これまでの経過等

視聴覚教育を推進するため、上越地区 3市の広域視聴覚教育協議会の一員として運営を司り、

学習等に必要な教材や機材の購入と貸出を行 うとともに、プロジェクター操作講習会、タブレッ

ト講習会などの各種講習会や映写会、大型ポスターの作成支援等を行つた。

【事業の成果】
各市の要望を踏まえた講習会や研修会を実施するほか、所有している視聴覚教材や機材の利用

促進に向けた広報活動を行うことにより、視聴覚教育の推進に寄与することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

上越地区3市の市民の学習要望に対応できるよう、引き続き講習内容を検討するとともに、利

用登録団体等が利用しやすいサービスヘの見直しを行う必要がある。

【執行残額について】

○その他  30
・需用費、費用弁償、諸会議出席負担金ほか (研修会参加者の減等による)

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

6,529 6,499 6,499

翌年度繰越額 執行残額
幸九 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

30 30
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決算書

(P342-P343)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 生涯学習推進事業

(単位 :千円)

【目的】
広く市民に学習情報を提供することにより、市民一人一人が自分に合つた学習活動や機会を見

つけ、学習活動を行いやすい状態にする。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

学習情報提供事業等  2,487
0平成 30年度目標
・様々な分野で活動している団体や指導者の情報収集と情報発信を行い、多様な学習活動を支援

する。
・団体・サークル、学習指導者登録数 :500件以上

○実施内容、これまでの経過等

・市内の生涯学習活動に取 り組む団体・サークルや学習指導者の情報を集約 して市ホームページ

に掲載するとともに、公民館等へのチラシの配置や広報上越を活用 し、未登録の団体やサーク

ル及び学習指導者の新規登録を呼びかけた。

・各部署で実施している職員による出前講座の情報を集約して市ホームページに掲載し、市民に

紹介した。

O目 標達成状況

登録件数は 461件 (団体・サークル :287件、学習指導者 :174件)で、目標を達成することは

できなかつたが、学習情報の提供を行 うことで、多様な学習活動の支援を行 うことができた。

上越市民芸能祭  186
0平成 30年度 目標

・市内参力日団体数 :105団体以上

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

2`,709 2,673 2,673

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

86 36
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社会教育課所管課等10款 5項 1目 社会教育総務費
決算書

(P342-P343)

生涯学習推進事業事 業 名

○実施内容、これまでの経過等

・上越市民芸能祭協議会 との共催により、部門別に 6回の「つどい」を開催 した。民謡・民舞の

つどいには、姉妹都市である長野県上田市の上田民踊連合会から2団体を招へいするとともに、

当市からも上田市の「上田民謡まつ り」に参加 した。

苦Б  F日 開催 日 参加団体数 入場者数

洋舞 5月 26日 (土 ) 6団体 1,400人

民謡・民舞 6月 10日 (日 ) 35団体 1,350人

合唱 7月  8日 (日 ) 43団体 1,050人

古典芸能 ll月 4日 (日 ) 15団体 300人

ハフイアン・フラ
11月 25日 (日 )

22団体 850人

よさこい 7団体 450人

合 計 128団体 5ぅ 400人

上越市民芸能祭 洋舞のつどいの様子 上国民謡まつ りの様子

○目標達成状況

参加団体数は 128団体となり、日標を達成することができた。

【事業の成果】

・学習情報の提供を行 うことで、多様な学習活動の支援を行 うことができた。

・市民芸能祭は、加盟団体で構成する上越市民芸能祭協議会が主体となつて企画及び運営を行つ

てお り、市民の参画を得られるとともに、芸能を身近なものとして鑑賞できる機会を提供する

ことができた。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

・学習指導者については、高齢化による活動休止などにより登録件数が減少した。市民に対 して

学習情報の提供を行 うためにはより多くの指導者情報が必要となるため、引き続き、各種事業

の講師となつている人材への登録の呼びかけのほか、新たな団体や人材の発掘方法を検討する

必要がある。

・市民芸能祭では、協議会と連携 して参加団体数の増加に取 り組むとともに、鑑賞から参加につ

なげる生涯学習活動へのきつかけづくりとして入場者数の増加に努める。

【執行残額について】

○その他  36
・通信運搬費、有料道路使用料、私有車借上料ほか
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決算書

(P342-P343)
10款 5項 1日 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 美術展覧会事業

(単位 :千円)

【目的】

市民に美術・芸術活動の成果を発表する場や鑑賞の機会を提供し、美術・芸術文化の振興を図

る。

平 成  30 年 の 取 組

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

新潟県美術展覧会上越展  633
0平成 30年度目標

入場者数 :1,800人以上

○実施内容、これまでの経過等

歴史と伝統を持つ県内最大の公募展の巡回展を開催 し、市民が身近に芸術や文化に触れること

のできる機会を提供した。

会 期   平成 30年 6月 6日 (水)～ 6月 10日 (日 ) 5日 間

会 場   上越市教育プラザ体育館

○目標達成状況

平成 29年度の目標達成を受けて高めの目標を設定したが、入場者数は 1,710人にとどまり、

目標は達成できなかつたものの、優れた芸術作品に触れる機会を提供できた。

区  分 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

入場者数 1,698人 1,723人 1,710人

轟

■
一
　

一

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出企 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

4,807 3,963
621

(瑚
3 342

翌年度繰舷額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

844 583 261

県展 (開場式)の様子
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決算書

(P342-P343)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 美術展覧会事業

上舷市美術展覧会  3,380
0平成 30年度目標

・出品者数 :300人以上

○実施内容、これまでの経過等

第 48回上越市美術展覧会

・会  期  平成 30年 9月 30日 (日 )～ 10月 8日 (月
。祝) 9日 間

・会  場  高田公園オーレンプラザ…洋画・版画、写真部門

ミュゼ雪小町     …日本画、彫刻・立体造形、工芸・グラフィックデザ

イン、書道部門

・作 品 数  317点 (う ち入選数 313点 )

・部門別の出品者数及び作品数

区  分

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

出品者数

(人 )

作品数

(点 )

出品者数

(人 )

作品数

(点 )

出品者数

(人 )

作品数

(点 )

日 本 画 9 10 9 9 13 14

洋 画・版 画 107 119 103 112 109 113

彫 刻・立体造形 18 14 6 7 7 7

工芸・グラフィックデザイン 20 22 15 16 18 22

書  道 52 53 57 61 44 47

写  真 87 122 97 135 81 114

合  計 288 340 287 340 272 317

入場者数

区  分 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

入場者数 6,584人 4,975人 4,373人

※平成 30年度 会場別入場者数

(高 田公園オーレンプラザ 2,840人 、ミュゼ雪小町 1,533人 )

○目標達成状況

出品者数の減少により目標を達成することはできなかつたが、市民に創作活動の成果発表の場

と、芸術作品に触れる機会を提供することができた。

市展 (表彰式)の様子
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市展 (作品鑑賞会)の様子



決算書

(P342-P343)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 美術展覧会事業

【事業の成果】
・新潟県美術展覧会上越展の開催周知のため、FM― 」「広報 Jス テーシヨン」での情報提供及び

総合事務所での入場券の販売や防災行政無線による放送を継続 して実施 し、入場者数は前年度

比微減 となつたが、県内の優れた芸術作品を鑑賞できる機会を提供することができた。
。上越市美術展覧会の開催により、美術 。芸術活動を行つている方々の成果を発表する場を提供す

ることができた。また、芸術が身近なものとなるよう市民が気軽に鑑賞できる機会を提供する

ため、引き続き鉄道の中吊リポスターの掲示を行つた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】
。新潟県美術展覧会上越展に多くの市民から来場いただくため、周知方法を検討するとともに、引

き続き、区総合事務所及び主管の新潟 日報社 と連携 して広報活動を行つていく必要がある。

・上舷市美術展覧会の入場者数の減少について、市展は会場ごとに入場者をカウン トしているこ

とから、重複 した集計となつており、平成 29年度の 3会場 (ミ ュゼ雪小町、旧第四銀行、市民

プラザ)か ら2会場となつた平成 30年度は、入場者数を単純に比較はできないが、今後も周知

を徹底する必要がある。

【執行残額について】

○事業費節減 588
・市展関係委託料

・報酬、旅費

・印刷製本費

○その他   261
・賞賜金
・報酬、旅費
・需用費ほか

81(市展の会場数を 3会場から2会場に見直したことによる)

269(市展の会場数を 3会場から2会場に見直したことによる)

233(市展の発注仕様の見直しによる)

131(市展の入賞数が想定より少なかつたことによる)

101(県展の会場準備・撤収等作業が減つたことによる)

29
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決算書

(P342-P343)
10款 5項 1目 社会荻育総務費 所管課等 社会毅育課

事 業 名 上越清里早のふるさと館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】
D天体観測及び天文に関する資料の展示等を通じて環境や自然の大切さを学ぶ機会を提供する。

・体験学習を通じて、生涯学習の振興と青少年の健全育成に寄与する。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○平成 30年度目標
・プラネタ ,ウ ムのデジタル化によリドーム演出を大きく変えた表現力をいかして、上越地域の

天文教育の拠点にふさわしい、興味を高めるサービスを提供する。

・入館者数 :7,000人

(平成 27年度 :6,080人、平成 28年度 :6,057人、平成 29年度 :7ぅ 352人 )

※平成 29年度はプラネタリウムデジタル化記念イベン トで入館 した 1,144人を含む。

○実施内容、これまでの経過等

1 入館者数の推移

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

計画 実績

入館者数 6,057人 7,352人 7,000人 6,728人

(う ちプタネタリウム利用者数) 4,039人 5,818人 4,690人 4,505人

2 自主事業等

(1)平成 30年度は、開館 25周年の節目として 15年ぶ りの火星大接近に合わせた特別なイベン

トを実施し、碧館及び宇宙についての魅力を広く市民に周知 した。実施 した自主事業は、次の

とお り             ,

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

15,731 15,325

1,903

(使需隊 貝撤 入

言花争b電ラ代)

13,422

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

406 68 84 254
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決算書

(P342-P343)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 上越清里星のふるさと館管理運営費

自主事業名 計画回数 実施回数 入館者数

開館 25周年記念星の感謝祭 1日 1日 219人

観望会 (天体荏見測 ドームを活用した夜間天体観測) 74回 28回 706ノ(

出前講座 (館以外での天体観浪1会等) 11回 11回 1,195人

大人のための天文教室 8回 8回 131 人

天体写真に挑戦 9回 9回 93人

親子星空教室 4回 4回 57人

天体写真等展示企画展 3回 3回

星空バスツアー (上越科学館 との連携事業) 6回 6回 163人

謙信KIDS“ 星"“ほし"受入れ 6回 6回 136人

※天体写真等展示企画展は、館内の一部を使つた展示のため、入館者数に含めない。

(2)小 中学校等の要望に応え、プラネタリウムの学習投影を実施 した。なお、平成 28年度から

始めたスクールバスの空き時間を活用 した市立小学校の送迎は、9校の利用があつた。

保育園、幼稚園 14園、460人

小学校     18校 、643人

中学校     6校 、362人

高校 。大学   9校 、■1人

131 子ども会、公民館事業及び天文学会など、22団体 515人の団体利用があつた。

3 施設管理における市の収支状況

区  分 平成 28年度 平成 29年度
30

予  算 実 績

①収入

使用料収入 1,363 1,485 1,352 1,660

その他 172 207 213 243

合計 1,535 1,692 1,565 1,903

②支出

施設維持管理費 21,247 14,792 15,731 15, 325

1,811 1,517 2,142 1,916

その他

合計 21,247 14,792 15ぅ 731 15, 325

③公費投入額 (②一①) 19,712 13,100 14,166 13ぅ 422

④利用者 1人当たりの
公費投入額 (単位 :円 )

3,254 1,782 2,024 1 995

4 主な工事の内容
・プラネタリウム室空調設備交換工事  733

開館時 (平成 5年)に設置したプラネタリウム室の空調設備 2基のうち、経年劣化により稼働

不能 となつた 1基を更新
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決算書

(P342-P343)
10款 5項 1日 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 上越清里星のふるさと館管理運営費

○日標達成状況
・プラネタリウム上映において、天候によつて観察することができなかつた皆既月食や 15年ぶ

りとなる火星大接近の仕組みなど、様々な天文現象をシミュレーション解説するなどし、天文

教育の拠点にふさわしいサービスを提供することができた。

・入館者数は 6,728人 であり、日標の 7,000人 には達しなかつた。

【事業の成果】
。来館者アンケー トにおいて、93.8%の方から満足したとの回答を得ることができた。

・平成 26年度から上越科学館 と連携 し実施 している「星空バスツアー」は、全 6回 ともに定員

を超える申込みがあり、天体観測や天文に関する魅力を伝える事業として定着 し、自然科学に

親 しむ機会を提供することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・デジタルプラネタリウムの活用を推進するため、職員のシステム操作及び解説技術の向上に努

める必要がある。

・市内中心地から遠距離にあり他の目的での来館が困難な立地条件から、よリー層の話題提供な

どのPRが必要である。

・入館者数が目標に達しなかつた要因は、8月 中旬から 10月 にかけて、毎週発生した台風や雨天

又は曇天が続き、観望会の実施ができない日が多かつたことが影響 したものと考える。(8月 10

日以降の観望会実施率は 16%(実施 5回 /計画 32回 ))

【執行残額について】

○事業未実施  68
・報償金、費用弁償 (悪天候による夜間観望会中止)

○入札差金  84
・使用料及び賃貸借料 (プラネタリウム番組借上料ほか)

○その他   254
・修繕料、郵便料ほか 53
・委託料 ,     201(屋 根雪除雪業務)
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決算書

(P342-P345)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 ユー トピアくびき管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

多様な生涯学習活動の場を提供することにより、市民の文化・スポーツ・レクリエーション活

動の振興を図り、魅力ある地域社会の形成に資するため、施設の維持管理を行う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

O実施内容、これまでの経過等

1 年間利用者数の推移

※海洋公園は、利用承認を得る必要がない施設のため、

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

84,526 83,616

9,429
は用機 只オ塵t叉入

翻

74,187

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

910 910

平成 29年度 平成 30年度平成 28年度

利用者数 (人 )

実 績

利用件数

(件 )

利用者数

(人 )

利用件数

(件 ) 計  画

利用件数

(件 )

利用者数

(人 )

施 設 名

68,746 2,828 75,000 63,72275,472 3,0263,102希望館

1,407 35,000 32,31186,501 1,499 3 1 5921 464B&G海 洋センター

300 41120 335 2424 311艇庫

6,7097,898 183 7,000210 6,679 201くびき球場

36 100 103223 47 22558テニスコー ト

25,000 25,274480 23,928 542487 22,877ふれあいグラウンド

12,61721 10,670 27 19,00026 17,883中央広場

海洋公園

8,500 5,08031 3,020 4619 8,070駐車場等屋外

共有スペース

6,5687,169 433 8,000447 7,825 445いきいきコーート

5 100 910 4 760ゲー トボールコー ト

5,531 178,000 152,836175,841 5,774 153,6545,837合 計

156

利用件数及び不U用者数に めない。



決算書

(P342-P345)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会荻育課

事 業 名 ユー トピアくびき管理運営費

2 施設管理における市の収支状況

区  分 平成 28年度 平成 29年度
30

予  算 実 績

①収入

使用料収入 9,168 9,074 8,990 9,031

その他 110 436 439 397

合計 9,278 9,510 9,429 9,428

②支出

施設維持管理費 80,255 86 425 83,554 88,615

11,042 11,421 11,711 11,338

その他

合計 80,255 86,425 83 554 83,615

③公費投入額 (②一①) 70,977 76,915 74,125 74,187

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 : 円 )

404 501 416 485

3 主な修繕・工事の内容
。希望館

多目的ホール吊物ワイヤー交換修繕 950、 ロビー照明修繕 388、 エレベーター機能維持修繕

750、 風呂薬液注入装置修繕 104、 移動観覧席修繕 100、 コンクリー トブロック塀改修工事 972

・B&G海 洋センター ジヤグジー給水弁修繕 27

・くびき球場 得点板修繕 956

・ふれあいグラウンド 人工芝修繕 226

【事業の成果】
。市民の多様なニーズにあわせ、文化 。スポーツ・レクリエーション活動の場を提供することが

できた。
・市の各種事業のほか、市民による自主的な活動の場として、生涯学習や生涯スポーツ、イベン

ト等に利用された。
。上越圏域を対象とした集会等にも利用され、交流の場として活用された。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかった要因など】

利用者が安全・安心に利用できるように、施設や設備の改修・更新に努めるとともに、建設か

ら27年以上が経過 している施設の適切な管理運営を図る必要がある。

【執行残額について】

○その他   910
・報酬、費用弁償等
・消耗品費、備品修繕費、複写機使用料ほか

201(非常勤一般職の勤務実績による)

709
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決算書

(P344-P345)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 は―とぴあ中郷管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

市民の教養と文化の向上及び生涯学習の振興を図り、魅力ある地域社会の形成に資するため、

施設の管理運営を行う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等

1 年間利用者数の推移

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

計  画 実 績

利用件数 430件 455イ牛 500イ牛 414件

利用者数 10,246人 18,806ノ( 10,000人 13,364人

2 施設管理における市の収支状況

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

予 算 実 績

①収入

使用料収入 588 972 588 684

その他 37 213 160 159

合計 625 1,185 748 843

②支出

施設維持管理費 16,256 17,781 17,084 16,122

6,095 6,845 7,137 6,683

その他

合計 16,256 17,781 17,084 16,122

③公費投入額 (②―①) 15,631 16,596 16,386 15,279

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

1,526 882 1,634 1,143

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

17,084 16,122

843

彼帰憮 力撻収入

棚 )

15,279

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

962 962
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決算書

(P344-P345)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等

Ⅲ

社会教育課

事 業 名

/

は―とぴあ中郷管理運営費

3 主な修繕の内容

・排煙窓修繕 346  ・エレベータ機能維持修繕 523  ・誘導灯交換修繕 164

・非常照明器具バンテ リー交換 214  ・事務室エアコン修繕 130

【事業の成果】
・公民館事業など市の各種事業の会場として利用したほか、市民による自主的な活動、レクリエ

ーション活動の場として、生涯学習や生涯スポーン、イベントや集会等に利用された。

・地域住民のほか、隣接する地域の方々の利用もあり、交流の場として活用された。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

・区外、市外の利用者から「は―とぴあ中郷でなければならない」と選ばれる施設にもなつてい

ることから、リピーターとして利用 していただけるよう努める。また、関連団体等への施設紹

介を引き続き依頼する。                     ‐

・地域住民から積極的に利用して
'も

らうため、公民館活動等を通じて自主グループとなつた団体

の会員や、各種団体の生涯学習活動による利用の働き掛けを継続する。

【執行残額について】

○その他  962
・施設管理委託料  454(受付事務、周辺維持管理業務等の実績による)

・光熱水費     459
・使用料及び賃借料  17
・消耗品、修繕料ほか 32
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(単位 :千円)

社会教育課所管課等10款 5項 1目  社会教育総務費
決算書

(P344-P347)

生涯学習センター管理運営費事 業 名

執 行 額 の 財 源 内 訳

一般財源そ の 他市  債県支出金国庫支出金
執 行 額予算現額

25,536
1,225

(倒叫米 細
26,76127,642

執 行 残 額 の 内 訳

そ の 他入札差金事業未実施事業費節減
執行残額翌年度繰越額

85625881

【目的】
地域における生涯学習活動及び生涯スポーツ活動を促進するため、生涯学習センターの管理運

営を行 う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過t目標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等

地域生涯学習センター管理運営の状況

・
｀
施設の概要 (12施設)

(1)地域生涯学習センター

施設名 所在地 構造等 施設内容 開館時間・体館 日

中 サ||

安塚区

坊金 1066番地 2

鉄筋コンクリー ト造

延床面積 1,242.87だ

会議室、研修室、

ふれあい交流室

年前 8時 30分～

年後 10時
休館 日 :な し

伏 野
安塚区

真荻平 2793番地

鉄筋コンクリー ト造

延床面積 376.0だ

調理実習室、研修

室

菱 里
安塚区

円平坊 941番地

鉄骨造

延床面積 2,800,0♂

体育館、会議室、

視聴覚室

船 倉
安塚区
上船倉 804番地

木造、鉄骨造、鉄筋
コンクリー ト造

延床面積 1,378.0だ

体育館、コミュニ

ティ室、体験室

須  川
安塚区

須川 9005番地
鉄骨造
延床面積 545,0だ

体育館
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決算書

(P344～ P347)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 生涯学習センター管理運営費

施設名 所在地 構造等 施設内容 開館時間・体館 日

大 島
大島区
仁上 5607番 地

鉄骨造、鉄筋コンク

リー ト造

延床面積 700,77∬

ゲー トボールコマ ト、
研修室

年前 8時 30分～

年後 10時

休館 日:な し

吉川旭
吉川区
梶 257番地 2

鉄骨造、鉄筋コンク

リー ト造

延床面積 709.0ポ
体育館

源
吉サ|1区

山直海 801番地 1

鉄骨造(鉄筋コンク

リー ト造

延床面積 2,027.0だ

会議室、工作室、体育
館

片 貝
中郷区
片貝 92番地 2

鉄骨造、鉄筋コンク

リー ト造
延床面積 794.34だ

体育館

櫛 池
清里区
棚田 525番地 1

鉄骨造、鉄筋コンク

リー ト造
延床面積 2,616.21ポ

体育館、会議室

下名立
名立区
杉野瀬 9番地

鉄骨造

延床面積 562.0だ
体育館

不 動
名立区
瀬戸 722番地

鉄骨造、鉄筋コンク

リー ト造、木造

延床面積 1,422.0だ

ヽふ い ァレー

ム、会議室、体験交流
室、調理実習室、第 1

研修室、 2研修室

※延床面積は、附属建物の床面積を含むを

(2)片貝縄文資料館

※建物は、片貝地域生涯学習センターと一体管理

所在地 構造等 施設内容 開館時間・体館 日

中郷区

片貝 92番地 2

鉄筋コンクリー ト造

延床面積 2,156.62ピ

常設展示室、学習室、

実習室、研修室

午前 9時～午後 5時
休館 日:火曜日、その日が休 日
の場合はその翌日
12月 29日 ～翌年 1月 3日

会議室、多目的室、調

理実習室ほか

午前 9時～午後 10時
体館 日:火曜日、その日が休 日
の場合はその翌日
12月 29日 ～翌年 1月 3日

161



決算書

(P344-P347)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 生涯学習センター管理運営費

・利用者数等

伍)地域生涯学習センター

12)片貝縄文資料館

区 名 施設名

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

利用件数

(件 )

利用者数

(人 )

利用件数

(件 )

利用者数

(人 )

利用件数

(件 )

利用者数 (人 )

計画 実績

安塚区

中 サ|| 76 1,032 72 1,065 74 1,085 1 076

伏  野 41 716 38 716 38 760 920

菱 里 35 2,030 10 1,112 16 1,686 1,060

船 倉 26 510 28 427 17 454 340

須 ナ|| 41 246 44 251 40 255 266

小 計 219 4,534 192 3,571 185 4,240 3,662

大島区 大  島 88 1,452 60 1,275 67 1,662 と,148

吉サ|1区

吉川旭 111 2,810 67 1,658 88 2,200 1,318

源 12 851 4 427 58 300 1,788

月ヽ 計 123 3,661 71 2,085 141 2,500 3,106

中郷区 片  貝 43 1,782 30 1,701 44 1,900 1,912

清里区 櫛 池 8 1,783 32 と,294 36 1,399 1,045

名立区

下名立 46 455 43 380 3 467 77

不 動 336 6,863 328 5,612 272 6,091 2 498

刻ヽ 計 382 7,318 371 5,992 275 6,558 2,575

合   計 858 20,530 756 15,918 748 18,259 13, 448

区   分

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

利用件数

(件 )

利用者数

(人 )

利用件数

(件 )

利用者数

(人 )

利用件数

(件 )

利用者数 (人 )

計 画 実績

部 屋 利 用 68 2,182 62 1,861 68 2,000 2,315

資 料 館 979 1,203 1,000 1,385

合   計 3,161 3 064 3 000 3,700
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決算書

(P344-P347)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 生涯学習センター管理運営費

。収支状況

但)安塚区

(21 大島区

(31 吉サキ1区

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平 30

予 算 実 績

①収入

使用料収入 1 3 1 111 108 114

その他 750 630 630 570

合計 881 741 738 684

②支出

施設維持管理費 7,604 8,330 14,213 13,762

1,774 1,346 1,775 1,764

その他

合計 7,604 8,330 14,213 13,762

③公費投入額 (②―①) 6,723 7,589 13,475 13,078

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

1 483 2,125 3,178 3,571

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

予 算 実 績

①収入

使用料収入 91 63 93 72

その他 9 9 9 9

合計 100 72 102 81

②支出

施設維持管理費 763 805 952 855

463 555 556 555

その他

合計 763 805 952 855

③公費投入額 (②―①) 663 733 850 774

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 : 円)

457 575 511 674

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平 30

予 算 実 績

①収入

使用料収入 9 2 8 1

その他 70 146 70 182

合計 79 148 78 183

②支出

施設維持管理費 2, 464 2,937 3,259 3,253

171 305 277 276

その他

合計 2 464 2,937 3,259 3,253

③公費投入額 (②一①) 2,385 2,789 3,181 3,070

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

651 1,338 1,272 988
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決算書

(P344-P347)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 生涯学習センター管理運営費

惚)中郷区

※片貝縄文資料館の利用者数等を算定に含む。

脩)清里区

16)名 立区

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

予 算 実 績

①収入

使用料収入 149 113 130 147

その他 0 0

合計 149 113 130 147

②支出

施設維持管理費 4,683 4,094 4,292 4,212

1,291 1,528 1,309 1,305

その他

合計 4,683 4,094 4,292 4,212

③公費投入額 (②一①) 4,534 3,981 4,162 4,065

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

917 835 849 724

区  分 平成 28年度 平成 29年度
30

予  算 実 績

①収入

使用料収入 86 48 86

その他

合計 86 48 86

②支出

施設維持管理費 1,164 1,790 1,416 1,317

403 413 446 421

その他

合計 1,164 1,790 1,416 1,317

③公費投入額 (② 一①) 1,164 1,704 1,368 1,231

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

653 1,317 978 1,178

区  分 平成 28年度 平成 29年度
30

予 算 実 績

①収入

使用料収入 65 77 60 44

その他

合計 65 77 60 44

②支出

施設維持管理費 2,794 3,484 3,435 3,362

437 743 963 931

その他

合計 2,794 3,484 3,435 3,362

③公費投入額 (② 一①) 2,729 3,407 3,375 3,318

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

373 569 515 1,289
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決算書

(P344-P347)
10款 5項 1日 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 生涯学習センター管理運営費

・主な施設の整備等内容

区 名

安塚区

(中川 78 水槽清掃 里 24)、 浄イ

委託 (中川 41、 伏野 132、 菱里 130、 船倉 52)、 消防用設備点検業務委託 (中川

38、 伏野 54く 菱里 97、 船倉 86、 須川 25)、 施設管理業務委託 (中川 180、 伏野

144、 船倉 142、 須川 172)

○非常用照明設備設置工事 (菱里 2,862、 中川 2,419、 須川 1,004、 伏野 324)

○舗装修繕 (船倉 202)、 雪囲い修繕 (菱里 11)、 玄関鍵修繕 (須川 19)、 火災報知

器修繕 55)

大島区

○浄化槽清掃 (152)、 消防設備 業務委託 (20)、 託 (30)、

除雪業務委託 (354)

○浄化槽汚水桝交換修繕 (6)、 ガラス修繕 (10)、 石皮風板修繕 (19)、 玄関アル

ミサ シ 錠交換 (13)

吉川区

○

○
○

消防設備 務委託 (30)、 (旭 105 浄化槽管

委託 (源 141)

男子 トイレ洋式化改修工事 (旭 326)

(源 3

中郷区

(89)、 施設 委託 (314)、 消 点検業務委託 (421)、

地下タンク定期点検 (49)、 熱風炉保守点検 (270)、 自家用電気工作物保安管理

(123)、 椅子式階段昇降機保安点検 (39)

○除雪機点検 。修繕 (44)、 チェーンノー修繕 (11)、 トイレ修繕 (146)、 水道漏

水 知器交換 9 屋内消火栓装置 89

○貯水 託 (43)、 水 業務委託 (86)、 業務委託

(173)、 消防用設備等維持点検業務委託 (102)

O除 (17)

○施設維持管理業 託 (不動 254)、 消 用 守点検業務委託 下名立 49、

不動 134)、 草刈等業務委託 (下名立 38)、 冬囲い板作製業務委託 (不動 125)、

屋根雪等処理業務委託 (不動 332)

○誘導灯非常用バッテリー交換修繕 (不動 21)、 非常警報設備非常用バッテ リー交

(下名立 2

清里区

名立区

【事業の成果】                 `
コミュニティ圏域における地域に根差した集会や会議等の場を確保するとともに、生涯学習及

び生涯スポーツ活動に利用され、身近な地域での文化の振興や健康の増進を図ることができた。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

施設の老朽化が進んでいるため、安全かつ快適に利用いただけるよう適切に維持管理を行うと

ともに、利用する地域住民と今後の施設の在り方について丁寧に協議を重ねていく必要がある。

【執行残額について】

○入札差金  25
。委託料

○その他   856
D使用料及び賃借料

・報酬、共済費及び旅費

・委託料ほか
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253

141

462



(単位 :千円)

決算書

(P346-P347)
10款 5項 1日 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 野外活動施設管理運営費

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

2,012 2,012 2,012

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

0 0

【目的】

青少年の健全育成を推進するため、大潟野外活動施設の適切な管理運営を行う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、目標達成状況など)】

<施設概要>
所 在 地 大潟区四ツ屋浜 580番地 1 (敷地面積 :24,000∬ )

主 要 設 備 キャンプ場、 トリム 遊具 1 8 基 ジ ヨ ギ ン グ道路 中央管理棟 東屋

開   設 日召不日60年 4月

開 場 期 間 4月 1日 から 10月 31日 まで (体場 日 :火曜 日)

○実施内容、これまでの経過等

<指定管理の状況>
導入開始年度 平成 18年度

指定管理者名 大潟観光協会

指 定 期 間 平成 28 年 4 月 l 日 平成 3 1 年 3 月 3 1 日

O施設の管理実績

・利用者数

166

区 分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

計 画 実 績

利 用 者 数 14,745人 ll,539人 8,000人 12,899人



決算書

(P346-P347)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 野外活動施設管理運営費

・指定管理者制度導入施設における市の収支状況

○施設管理者制度の導入効果等
。指定管理料の増減額

※管理人の勤務時間を精査 したため、指定管理料が 218千円の減となつた。

(参考)指定管理者制度導入施設における指定管理者の収支状況

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

計 画 実 績

①収入
利用料金収入 82 110 78 97

管理運営委託料 2,003 2,003 2,003 2,003

その他

②支出 2,009 2,037 2,081 2,044

差 引 (①一②) 76 76 0 56

【事業の成果】
・指定管理者による日常′点検及び簡易修繕などにより、利用者の安全安心と施設の適切な維持管

理を実施したことで、事故の発生件数は0件だった。

・学校の校外活動や親子の野外活動にトリム遊具が利用され、青少年の健全育成に寄与した。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

誰でも気軽に利用できる状態を維持するため、トリム遊具の日常的な点検を行う中で安全な利

用の確保を図る。

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

予 算 実 績

① 収入

②支出

修繕料

役務費 9 9 9 9

委託料 2b003 2,003 2,003 2,003

合 計 2,012 2,012 2,012 2,012

③公費投入額 (②一①) 2,012 2,012 2,012 2,012

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

136 174 252 156

前指定期間 の 指定管理料平均額 (決算 vベー ス ) ① 2,221

平成 30年度の指定管理料 (委託料) ② 2,003

指定管理料の増減額 ①一② 218

167



決算書

(P346-P347)
10款 5項 1目  社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 七ケ地区コミュニティセンター管理運営費

(単位 :千円)

【目的】

集会、学習、レクリエーシヨン活動などの多目的な活動の場を提供し、地域住民の生活文化の

向上に寄与するため、施設の管響運営を行う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要(年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等

1 施設の概要

所 在 地 柿崎区金谷 428番地 1

構 造 等 木造 2階建て 延床面積 242.58∬

施設内容 会議室 (和室 ) 集会室 ( ス ア ジ付 ) 調理実習室

利用時間 午前 8時 30分～午後 10時

休 館 日 12月 29日 ん翌年 1月 3日

2 年間利用者数の推移

※平成 30年度の計画値は、過去 3 年度間の実績平均値から算出

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

1,173 906
273

(倒叫米 翻
633

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

267 230 37

区分 平成 28年度 平成 29年度
平成 80年度

計画 実績

利用件数 360イ牛
マ
368件 400イ牛 369イ牛

利用者数 4,263人 8,973人 4,300人 4,011人
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決算書

(P346-P347)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 七ケ地区コミュニティセンター管理運営費

区分 平成 28年度 平成 29年度
平成 80年度

予算 実績

①収入

使用料収入 287 273 300 263

その他 9 10 9 10

合計 296 283 809 273

②支出

施設維持管理費 1,691 574 1,173 906

141 229 144 143

その他

合計 と,691 574 1,173 906

③公費投入額 (②―①) 1,395 291 864 633

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

327 73 201 158

3 施設管理における市の収支状況

4 主な修繕 。工事の内容
。2階集会室床修繕 324
・浄化槽ブロワー修繕 14
・階段手す り設置工事 68

【事業の成果】

修繕や工事のほか適切な施設管理を行つたことから、利用者が安全安心かつ快適に活動するこ

とができ、地域に根差した多様な活動の場を提供することができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

市民が安心して当該施設を利用できるよう、引き続き計画的な修繕等を行い、施設の維持管理

を図つていく必要がある。

【執行残額について】

○入札差金  230
・修繕料
。工事請負費

○その他    87
・光熱水費
・燃料費
・報償費ほか

226

4

１

　

９

　

７

９

一
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決算書

(P346-P347)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 上越科学館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】
上越地域における科学的な知識の普及や科学に親しむ習慣の形成に寄与するため、上越科学館

の管理運営を行う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

○平成 30年度目標

利用者数 94,000人

○実施内容、これまでの経過等

・指定管理者による質の高い事業、サービスを提供するため、年間を通して自然観察教室やサイ

エンスショー、科学工作教室を開催 したほか、学校などに出向いて出前授業も展開した。また、

青少年を対象とした発明工夫・模型工作展や科学の祭典などのイベン トを実施 した。

・夏の特別展では 「4Dト リックアー ト展」を、冬期には「ミニ恐竜展」を開催するなど、,指定

管理者が自主的に事業に取 り組んだ。

※夏の特別展 :31,004人 (42日 間)、 ミニ恐竜展 :4,880人 (17日 間)

<指定管理の状況>
導入開始年度 平成 30年度

指定管理者名 新東産業株式会社

指 定 期 間 平成 30年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

○施設の管理実績
・利用者数

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

65,810 65,510
76

m
65,434

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

300 299 1

区 分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

計 画 実 績

利用者数 101,516ノ(、 90,027人 99,000人 108,494ノ (
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決算書

(P346-P347)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 上越科学館管理運営費

・指定管理者制度導入施設における市の収支状況

○指定管理者制度の導入効果等
。経費縮減効果

(参考)指定管理者制度導入施設における指定管理者の収支状況

○目標達成状況

利用者数は 108,494人であり、目標の 99,000人 を 9.6%上回つた。

【事業の成果】
・サイエンスプレイパークの遊具点検を年 3回の定期点検のほか、日常点検を 2～ 3回/月 (32

回/年)に増やすとともに、自主的に救命講習及び避難訓練を実施 し、安全安心な施設運営が

できた。
・自主事業を幅広く周知するため、広報上越への掲載のほか、マスコミヘのプレスリリースやホ

ームページの更新、 SNSで の情報発信をきめ細かに行い、積極的に利用促進を図つた。

,幅広い世代の誘客を図るため、市内の幼稚園、保育園、小中学校のほか、町内会や老人クラブ

連合会に出向いて営業活動を行い、多様な学習ニーズを把握 した。

・「シニア入館料」を新たに設定し、地域の組織や団体及び高齢者層の誘客を図つた。

・隣県の旅行代理店を回り誘客宣伝活動を行つたほか、営業活動では、顧客満足度の向上を図る

ため、各種団体や宿泊施設ヘプレゼンテーション資料を使いPRを行つた。
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区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

予 算 実 績

①収入 24,474 21,334 76 76

②支出

修繕料 3,892 1,207 268 416

委託料 47,939 47,951 63,300 63,300

使用料及び賃

借料
1,301 1,298 2,098 1,794

その他施設維

持管理費
12,971 11,276

合  計 66,103 61,732 65,661 65,510

③公費投入額 (②―①) 41,629 40,398 65,585 65,434

④利用者 1人当たりの

公費投入額 (単位 :円 )

410 449 662 603

導入 日ll の 過 去 3 カ 年ヽ の 一般財源負担平均額 (決算 Vべ ス ) ① 55,652

平成 30年度の指定管理料 (委託料 ) ② 47,000

経費縮減効果 ①―② 8,652

区  分 平成 28年度 平成 29年度
平成 30年度

計  画 実 績

①収入
利用料金収入 23,013 25,198

管理運営委託料 47,000 47,000

その他 2,597 3,587

②支出 72,610ィ 79,439

差 引 (①一②)
0 ∠ゝ3,654



決算書

(P346-P347)
10款 5項 1目 社会教育総務費 所管課等 社会教育課

事 業 名 上越科学館管理運営費

・親子が一緒に科学工作を楽しみ、科学に親 しめる「キン
・ズコ~ナー」を新設 して、学びのきっ

かけづくりに取 り組み、青少年健全育成及び家庭教育支援の場を提供できた。

・様々な科学の話題を気軽に語 らう「サイエンスカフェ」を実施 し、参加者同士が科学への理解

を深め、科学に親 しむ習慣の形成に努めた。

・ リージョンプラザ上越との利用促進では、お得な共通券を発行 し、来館者の利便性向上に努め

た。
これら、新たな取組や幅広い活動による様々な視サ点における改善を行 うとともに、来館者のニ

ーズを的確に捉えた特別展や自主事業を展開した結果、来館者数が約 1割増ブJ日 して 10・ 万人に達

し、指定管理制度の導入初年度に効果が表れた。

【今後の課題、反省点、目標が達成できなかつた要因など】

教育普及活動を視点とした自然科学教育の拠点の役割を更に高めるため、きめ細かな情報発信

と顧客満足度の向上を図るための営業活動を根強く展開し、魅力的な施設運営を一層進める必要

がある。

【執行残額について】

○入札差金  299
・使用料及び賃借料

○その他    1
・修繕料ほか

ら
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決算書

(P346～ P349)
10款 5項 2日 公民館費 所管課等 社会教育課

事 業 名 公民館事業

(単位 :千円)

【目的】
「学びの輪が 人をはぐくみ 地域を支えるまち」を社会教育の目指す姿として定め、学びを

通した人づくり、地域づくりを推進する。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、日標達成状況など)】

公民館事業  54,377
0平成 30年度 目標

・全ての地区公民館で、社会教育の 5つの事業の柱のうち「学びのきつかけづくり」・「未来を支

える人づくり」に向けた事業を実施する。

・上記に該当する 128事業の受講者総数 :2,000人

○実施内容、これまでの経過等

<事業の実施状況>  5つ の事業の柱

(こ のうち、目標に掲

:318事業、受講者延べ人数 39,974人

げた 2つの事業の柱 :118事業、受講者数 7,629人 )

ヽ

学びのきつか

けづくり

目   白勺
地域住民のニーズに応 じた趣味や教養講座等から個人の

学びの意欲を高めるとともに、交流の輪を広げる。

事  業 趣味・教養講座、体育・レクリ手―シヨン講座 75事業

受講者延べ人数 3,593人

未来を支える

人づ くり

目  `的
地域資源及び地域の人材を活用 した体験活動や交流等を

通じて、子どもたちの豊かな心を育む。

事  業 青少年教育活動事業、キッズフェスタ事業 43事業

受講者延べ人数 4,086人

育ち合い、支

え合 う家庭環

境づくり

目   白勺
もに、子どもの居場所づくりに努める。

子どもが健やかに育つよう家庭の教育力向上を図るとと

事  業
家庭教育支援講座、親子活動講座、夏休み☆子どもつど

いのひろば 35事業

受講者延べ人数 2,277人

予算現額 執 行 額
幸九 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

60,127 56,759
2,374

∽ ゝ言細死入)
54,385

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

3,368 99 3,269
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決算書

(P346-P349)
10款 5項 2目 公民館費 所管課等 社会教育課

事 業 名 公民館事業

地域 。現代課

題に対応 した

地域づくり

目   白勺

各地域自治区における地域の課題や情報モラル等の現代

課題を学習することにより、課題解決に向けた意識を高

める。

事  業 元気の出るふるさと講座、地域 。現代課題講座 32事業

受講者延べ人数 1,957人

行動する人ヘ

の支援

目  的

これから行動 しようとする人や自主的に活動している団

体、個人への活動支援を通 じて、活動機会の提供及び活

動の維持・継続を図る。

事  業
分館活動、ボランティア活動、団体、サークル及び地域

活動への支援、生涯学習フェスティバルなど 133事業

受講者延べ人数 28,111人

○目標達成状況

全ての地区公民館で目標に掲げた事業を実施 し、受講者数は 7,629人 となり、
｀
日標を達成する

ことができた。

「発酵の町 上越を学ぶ」

(和 国地区公民館)

「こどもチャレンジ教室」

(直江津地区公民館 )
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10款 5項 2日  公民館費 所管課等 社会教育課

事 業 名 公民館事業

中央公民館事業 1,257

0実施内容、これまでの経過等

<事業の実施状況>

区

分

イベン ト名

(参加者数)

会 場 イベント概要及び内容

見

る

工藤重典フルー ト・ク

リニック&リ サイタル

(ク リニック 17人、ジ

サイタル 432人 )

高田公園オー

レンプラザ

概要 :三井住友海上文化財団の助成を活用 し、一流の音楽

家による音楽指導と演奏会を開催 したЬ

内容 :フルー トの演奏指導とコンサー ト

越後上越和太鼓まつ り

“一打専心"(800人
)

品田公園オー

レンプラザ

概要 :市内の 6つの和太鼓団体による合同演奏イベン トの

開催を支援 した。

内容 :演奏

学

ぶ

文化講演会 (206人 )

ユー トピアく

びき希望館

概要 :県主催の 「にいがた連携公開講座」を活用 し、学習

要望に対応 した分野の講演会を開催 した。

内容 :講演

新潟県立歴史博物館事

業出前講座 (33人 )

高田公園オー

レンプラザ

概要 :県立歴史博物館主催の 「出前講座」を活用 し、県内

の食文化や特色を学ぶ事業を開催 した。

内容 :講演

上越市・糸魚川市公民

館連携事業歴史講座

(延べ 38人 )

直江津学びの

交流館など

概要 :糸魚川市公民館 と連携 し、上越地区の 「北前船」の

歴史や文化を学ぶ事業を開催 した。

内容 :講演、現地学習 (全 3回 )

出前講座 (20人 )

キューピット

ノミレイ

健康維持について学ぶ出前事業を開催 した。

講演

概要

内容

歴史講演会 (358人 )

高田公園オー

レンプラザ

|,〔要 :地域の活性化や未来を担う人材の育成につなげる歴

史講演会を開催 した。

内容 :講演

オー レン講座

(延べ H8人 )

高田公園オー

レンプラザ

概要 :調理実習室や工作室、創作室を活用 した事業を開催

した。

内容 :料理教室 (全 4回 )、 陶芸教室 (全 3回 )、 工作教室

(全 3回 )

集

9

上越市公民館のつ どい

(121人 )

ユと トピアく

びき希望館

概要 :上越地域の公民館関係者が社会教育活動の実践成果

を持ち寄 り、今後の社会教育及び公民館活動の推進

に向けた研修会を開催 した。

内容 :講演、事例発表、意見交換会

市民団体の協働・育成

事業 (延べ 1,652人 )

高田公園オー

レンプラザ

概要 :音楽団体の活動を支援するとともに、施設のにぎわ

いづくりのため、互いに協力 し合い文化活動の振興

を図つた。

内容 :オープンジハーサル、クリスマスコンサー ト、定期

利用団体の成果発表会 「アー トフェス・オーレ」
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決算書

(P346-P349)
10款 5項 2日 公民館費 所管課等 社会教育課

事 業 名 公民館事業

公民館図書室事業  1,125
0実施内容、これまでの経過等

・高田図書館分室 (11分室)を平成 28年度から公民館図書室として位置付け、公民館利用者及

び地域の団体等の要望を踏まえ、図書室の利用促進を図つている。

・公民館図書室窓口で予約 。リクエス トサービスや図書館が所蔵する本の受取・返去,サービスを

継続 して実施 し、身近な公民館で本を手にする機会を提供するとともに、公民館利用者の活動

に資する図書資料の充実を図るなど、読書啓発活動の推進に努めた。

【事業の成果】
。公民館事業の実施によつて、学びのきつかけとなる場を提供し、交流を深める機会を生み、人

を育み地域を支えるまちづくりに向けた支援ができた。

・地域が直面する課題や特徴をいかしたまちづくりについて、考え学び合い、それぞれの地域課

題の解決に向けた取組を進める過程の中で、人づくり、地域づくりを支援する「元気の出るふ

るさと講座」(1講座 5回 コース/年、3年連続講座)を 12地域自治区で開催 し、延べ 834人が

参加 した。
・元気の出るふるさと講座では、地域の魅力や課題を学ぶとともに、地域の魅力を発信するマッ

プづくりやガイ ド体験などの実践的な活動を通じて、地域を担 う人づくりに向けた取組を行 う

ことができた。
。中央公民館事業でlま、上越市・妙高市・糸魚川市の公民館関係者が一堂に会 して活動の実践発

表や意見交換により交流を深める「公民館のつどい」を開催し、上越地域における公民館活動

の推進を図つた。また、県主催の 「にいがた連携公開講座」を活用した文化講演会や県立歴史

博物館主催の「出前講座」を活用した事業を開催し、市民の学習ニーズを踏まえた関心の高い

学習内容を提供することができた。オーレンプラザにおいては、ホール施設を中心に市民の文

化活動の広がりと賑わい創出に向けた取組を行い、市民交流の促進を図ることができた。

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかつた要因など】

各地域の特性や実情、ニーズを的確に捉えた事業を展開するため、公民館運営委員や地域で活

動する団体と協力 しながら、生涯学習の推進や人づくり、地域づくりに結び付 く事業を実施する

必要がある。

【執行残額について】

○事業未実施  99
・群馬県板倉町交流会補助金

・交流会・友好協会負担全

○その他  8,269
・報償費
・共済費
・費用弁償、報酬ほか

90

9

1,231

835

1,203
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10款 5項 2目 公民館費 所管課等 社会教育課

事 業 名 公民館管理運営費

(単位 :千円)

【目的】
地域活動の活性を促すため、公民館施設の適切な管理運営を行う。

平 成 30年 度 の 取 組

【事業の概要 (年度目標、実施内容、これまでの経過、目標達成状況など)】

○実施内容、これまでの経過等

市民の生涯学習活動の実践の場として、また、地域の社会教育活動の拠点施設として、公民館

施設の維持管理を行い、年間約 24万人が利用した。

O施設の管理実績
・利用件数、利用者教

予算現額 執 行 額
執 行 額 の 財 源 内 訳

国庫支出金 県支出金 市  債 そ の 他 一般財源

132,329 126,517

,    9,392

(倒職 卿 ヽ
初

117,125

翌年度繰越額 執行残額
執 行 残 額 の 内 訳

事業費節減 事業未実施 入札差金 そ の 他

5,812 1,860 3,952

区 分

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

利用件数
(件 )

利用者数
(人 )

利用件数
(件 )

利用者数
(人 )

利用件数
(件 )

利用者数 (人 )

計  画 実 績

高 田地 区公 民館 1,127 16,465 466 6,682

新 道 地 区公 民館 653 4,634 585 3,821 614 5,000 4,510

金谷地 区公 民館 973 9,695 1,085 10,297 889 9,500 9,808

和 田地 区公 民館 266 2,592 221 2,533 472 3,000 3,088

津有地 区公 民館 979 11,588 1,222 13,542 1,219 12,000 15,910

高士地 区公 民館 648 10,321 560 7,635 501 10,000 10,346

三郷 地 区公 民館 214 2,980 251 3,572 258 2,500 3,691

諏訪 地 区公 民館 439 6,053 452 6,085 383 6,000 5,674

有 田地 区公 民館
(カ ルチャーセンター)

3,751 74,478 3,628 68,855 3,248 76,500 72,392

保倉 地 区公 民館 160 1,695 89 1,561 96 1,500 2,086

北諏訪地区公民館 301 3,519 303 3,179 282 3,500 3,165

谷浜・桑取地区公民館 251 4,406 244 4,617 650 6,000 5,265

桑 取 分 館 69 739 128 1,412 134 1,000 1,399

計 9,831 149,115 9,234 133,791 8,741 136,500 137,329

13 区  分 8,081 159,985 8,121 133,318 8,257 183,605 102,836

合  計 17,913 309,050 17,355 267,109 16,998 270,105 240,165
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10款 5項 2目 公民館費 所管課等 社会教育課

事 業 名 公民館管理運営費

※高田地区公民館は平成 29年 9月 29日 に「市民交流施設高田公園オーレンプラザJに移転した

ため、平成 29年度は 9月 までの数値

※直江津地区公民館はご「直江津学びの交流館」に併設のため除外

※春日地区公民館は、「上越市春日謙信交流館」に併設のため除外

※八千浦地区公民館は、「上粧市八千浦交流施設はまぐみ」に併設のため除外 、

・13区分の内訳

区 分

平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

利用件数
(件 )

利用者数
(人)

利用件数
(件 )

利用者数
(人 )

利用件数
(件 )

利用者数 (人 )

計  画 ,実 績

浦川原区 164 2,569 2,386 229 2,300 21061

大 島 区 240 3.552 275 3,913 254 3,495 275

柿 崎 区 2,618 38,539 2,739 31, 138 2.663 36.000 30,567

大 潟 区 663 6,085 747 6,857 735 6,000 7,033

顕 城 区 905 13,985 827 12,708 1, 1 5 1 12,000 11:960

吉 川 区 657 19,588 5 8 1 18,953 618 13,700 10,336

板 倉 区 と「103 28,756 1,084 24,894 857 20,000 18,014

三 和 区 200 3,729 3i033 199 3ュ

/395
2i790

名 立 区 1531 43, 132 1,552 3■ 486 86,715 16.800

合   計 81081 159,935 8,121 1381318 8,257 133,605 102,836

※安塚区、牧区、中郷区、清里区は、他の生涯学習施設や総合事務所等に併設のため除外

※顕城区は、5つの分館を集計 (ユートピアくびきは併設のため除外)

※各区は分館利用件数、利用者数を含む。

における市の収支状況

平成 30年度

予 算
平成 28年度 平成 29年度

実 績
区  分

8,238 7,816 7,59■ 7,459使用料収入

1,218 61639 1: 598 1933その他

9,456 14,455 9,195 9,392

①収入

合計

107,819 1 3 3 3 3生 1321329 126,517

30,382 30,600 28,718 27,223

施設維持管理費

その他

132,329,107,819 134,333 126,517

②支出

合計

119,879 123, 134 117, 12498,363③公費投入額 (②―①)

318 449 456 488④利用者 と人当たりの
公費投入額 (単位 :円 )
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事 業 名 公民館管理運営費

【事業の成果】

教養の向上及び健康の増進につながる場を確保するため、適切な施設の維持管理に努め、実際

生活に即する学習活動の拠点となる身近な公民館において、多くの市民から利用さお、生活文化

め振興及び社会教育の推進が図れた。    「

【今後の課題、反省点、日標が達成できなかった要因など】

地域住民に最も身近な集いの場、学習の場として、利用者が快適に利用できるよう、引き続き

適切な維持管理を行つていく。

【執行残額について】

○入札差金  1,860
・委託料
。使用料及び賃借料ほか

0その他   3,952
・報酬、共済費及び旅費
・光熱水費ほか

1,277

583

2,678

1,274
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